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〜〜
1111
月
は
市
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
〜
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進
月
間
で
す
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男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
一
緒
に
取
り
組
む
社
会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
11
月
を
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
進
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

■
中
学
生
出
前
講
座

　

み
ら
い
を
担
う
若
い
世
代
に
、
男

女
共
同
参
画
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、「
み
ん
な
が
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
家
庭
生
活
や
職
業
、
自
分
ら
し

さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
男
女

共
同
参
画
社
会
推
進
の
「
は
じ
め
の

一
歩
」を
踏
み
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
父
と
子
の
料
理
教
室

「
ど
す
こ
い
！
ク
ッ
キ
ン
グ
！
」　

　

立
浪
部
屋
協
力
の
下
、
男
性
の
育

児
参
加
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

参
加
者
か
ら
は
、「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を

子
ど
も
と
作
っ
て
、
妻
を
休
ま
せ
て

あ
げ
た
い
」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
行
動
し
て
も
ら
う
た
め
、意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中学生出前講座

◆男女共同参画社会が実現すると
学校・職場・家庭・地域で、男性も女性も、意欲に応じてあらゆる
分野で活躍できる社会になります。

［ 職場 ］
男女ともに、仕事や家庭や地域生
活を両立できる環境で、個性と能
力を発揮し、いきいきと働けます。

［ 地域 ］
性別役割分担意識に基づく習慣や
しきたりにとらわれず、一人ひと
りの多様な生き方が尊重されます。

［ 学校 ］
性別に関わりなく「自分らしさ」
を大切にして、一人ひとりが個性
や能力を伸ばせます。

［ 家庭 ］
「男だから」「女だから」という性別
による固定概念にとらわれすぎず、
個性や自主性が大切にされます。

力力

り

　　　　　　一人ひとりの豊かな人生　　　　　　一人ひとりの豊かな人生
仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で
展開でき、男女がともに夢や希望を実現することができます。展開でき、男女がともに夢や希望を実現することができます。

どすこい！クッキング

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　

国
で
は
、
毎
年
11
月
12
日
か
ら

25
日
ま
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は
、
配

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
が
あ
た
り
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

相
手
と
の
関
係
が
「
つ
ら
い
」

「
何
か
お
か
し
い
」
と
感
じ
て
い

た
ら
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先

　

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　

☎
０
５
７
０

‐
0
‐
５
５
２
１
０

※
発
信
地
な
ど
の
情
報
か
ら
、
最

寄
り
の
相
談
機
関
の
窓
口
に
電
話

が
自
動
転
送
さ
れ
ま
す
。

問 

谷
和
原
庁
舎
市
民
サ
ポ
ー
ト
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
０
３
）


